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消費税の非課税と免税

Q ●
● 消費税には非課税と免税がありますが、

これらはどのように違うのでしょうか。

J:仕入税額控除の計算において、非課税

取引は、非課税売上げに対応する課税仕入れ

について仕入税額控除ができないこととなる

のに対し、免税取引については、その売上げ

に係る仕入税額控除をすることができる点が

異なっています。

【解説】

消費税は国内で消費される財貨やサービス

に対して広く薄く負担を求めるものですが、

この消費に負担を求めるという性格からして、

課税の対象とすることがふさわしくない性質

の財貨やサービスの提供があり、また、特別

の政策的配慮から課税の対象としないことと

されている特定の財貨やサービスの提供があ

ります。これらが「非課税」といわれるもの

です◎

一方、「免税」とは、一定の条件が履行さ

れることを前提に、納税義務が成立する資産

の譲渡について、その消費税を免除すること

をいいます。消費税においては、輸出や輸出

類似取引について「免税」とされています。

このような「非課税」と「免税」は、その

取引のために行った課税仕入れについて仕入

税額控除を行うことができるかどうかという

点にその違いがあります。
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